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1 緒言 

 

原稿のフォーマットは，本ファイルに基づくものとする．A4縦で，左右のマージンは 20.5mm，上は 29mm，

下は 28mm，一段組みとし，行間は 16pt，書体は明朝，文字サイズは 10ptとする．これらの条件を割付書

式設定の基本とする．学会誌記事の種別には，「論文」，「翻訳論文」「ノート」，「翻訳ノート」がある（この

ファイルは，「論文」の例である）．ページ数は，標準が 6から 12，上限を 20とする（ただし，偶数ページ

のみ）．論文タイトルはゴシック体太字中央揃えで 14pt，英文論文タイトルは Arial体太字中央揃えで 12pt

とし，英文著者名の姓は大文字にする．Abstract は 200 ワード程度とし，その下に 5～10 語のキーワード

を書く．次に，章番号は Arial 体 11pt 太字左詰め，章名はゴシック体 11pt 太字で章番号から 1コマあけて

書く（章名に英数字がある場合は Arial 体太字）．章番号および章名の前後と本文の間は 1 行空ける．ただ

し，章や節がページの最下段になる場合には，次のページに送ることとする．本文中の英数字のフォントは，

基本的に Century 体で記述する．脚注*4は下記に従う．単位および量記号は，原則として SI による．単位

は立体，記号はイタリック体で表現する．また，括弧は，括弧内に全角文字がある場合は，全角括弧を，括

弧内がすべて半角の場合，半角括弧を使う． 

 

1.1 節名 

前の文章と 1 行空け，行の左端より節番号を Arial 体 11pt 太字で書き，1 コマ空けて節名をゴシック体

11pt太字で書く．本文は次の行からインデントを付けて書き始める． 

新しい段落は，インデントを付けて書く．文章の区切りには，読点としてカンマを，句点としてピリオド

を用いる（括弧を付して補足説明する場合は，この例のように本文の句読点の前に括弧を挿入し，括弧内の

文章の最後には句読点を付けない）．句読点は，1コマ分を使用するが，行の最後の場合に限り，追い込んで

もよい．あるいは，若干はみでてもよい．数字，英字や記号などは，1 コマに 2 字記入してもよい．文献番

号 1), 2), 3)～8)は，上付文字で引用する． 

1.1.1 項名 

前の文章との間には空行を設けないで，行の左端より項番号を Arial体 11pt太字書き，1コマ空けて項名

をゴシック体 11pt 太字で書く．本文は次の行からインデントを付けて書き始める．項以下の区分は，(a)，

(b)あるいは(1)，(2)などとする．その書き方は，項の場合に準じる． 

 

2 図表の書き方 

 

本文と図表の間は，1 行以上空ける．また，次ページの見本のように，図番・図名は図の真下中央に配置

し，表名・表番は表の真上中央に配置する．図名，表名は，英語あるいは日本語で記述する（英語を推奨す

る．英語の場合は，先頭の文字を大文字とする）．また，図番および表番はそれぞれ，Fig. 1 あるいは図 1，

Table 1あるいは表 1のように通し番号として，Arial 体太字，もしくは，ゴシック体太字で書く（図表番号・

図表名は全体的に同一言語で記述し，図表中の説明もその言語で記述する．Fig．のピリオドの後は半角スペ

ースを空けて図番号，図番号の後は半角ダブルスペースを空けてキャプションを書く）．本文で引用すると

きは，図 1，図 2，・・・，表 1，表 2，・・・とする（ゴシック体太字，数字は Arial体太字）．図表中の語句

（キャプション）はすべて 8pt以上とする．表題および表中の語句は，英語あるいは日本語のどちらかに統

一する．画像の解像度は，600DPI 以上が望ましい．なお，図の左右に空白ができても本文を挿入してはな

らない．また，マージン部分にはみ出してはならない． 

*4 本文中に脚注をつける場合には，著者名からの通し番号とし，ページの下の行に記載する． 
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Fig. 1  An example of ***** 

 

 

図 2 日本語で書く場合の例（図表名に英数字がある場合は、Arial 体太字．キャプションが 2 行以上にわ

たる場合は，両端ぞろえでこのように記載する）10) 

 

Table 1  Experimental results 

 Length (m) Vibration (Hz) Force (N) 

Case A 0.114 26.3 1.21×10-2 

Case B 0.158 21.6 3.01×10-2 

Case C 0.206 19.2 6.22×10-2 

 

3 式の書き方 

 

式は，左端より 3コマ以上空けて書き，式番号は括弧を付して右端に書く．式の前後は一行空ける． 
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ただし， 
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ここで，aは変動荷重[a =3.0 (kN)]．このように，数式の書体については，量記号はイタリック体で，数学記

号・単位記号（SI単位系）はローマン体で書く．数式内に使われているフォントと同じフォントを使うこと

を推奨する．分数を書くときは，式(2)のような表記法を用いる．ただし，本文中に記述するときは，

b=d(e+f)/(g+h)とする．なお，数字と単位の間にはスペースを入れず，5mm, 12kg, 3Mbyte のように記載す

る．単位は小文字とするが，l（リットル）のように分かり難い場合には，Lのような大文字記載も可とする． 

 

4 結言 

 

設計工学会では，メールによる電子投稿を推奨しています．郵送でも投稿できますが，電子投稿の方が校

閲プロセスは早くなります．原稿を 3Mbyte 以下の PDF file として， 

toukou@jsde.or.jp 

にお送りください．なお，校閲過程は，http://www.jsde.or.jp/shuppan/progress.htm で確認できます．図や

表のレイアウトに関して変更をお願いする場合があります．たくさんのご投稿をお待ちしております． 
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